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本年７月、舞鶴水産実験所の甲斐嘉晃助教らがカジカ科キンカジカ属の新種を発見しました。これまで同じ「キンカジカ」と呼ばれて
きた魚が、東北地方の太平洋側のものと、本州や九州の日本海側とものとでは形態が異なることに気づいたことから研究をすすめ、日本
海側に生息する種が新たな種であることをつきとめ、新種「ニホンキンカジカ」として論文誌に発表したものです（Kai and Nakabo (２００９)
Ichthyological Research５６（３）:２１３-２２６）。甲斐助教には、今回の発見までの経緯を詳しく紹介していただきました。 （編集部）

里海生態保全学分野 甲斐 嘉晃
フィールド科学教育研究センターの舞鶴水産実験所は、日
本海のほぼ中央、若狭湾に面しています。日本海は太平洋側
に比べると寒いイメージがあるためか、日本海の魚類の多様
性は低いといわれ、太平洋側に比べるとあまり研究の対象と
しては注目されてきませんでした。私が初めて舞鶴の市場に
見学に行った時も、やはり多様性が低いというのが第一印象
でした。しかし、どのような魚が生息しているかをきちんと
把握するため、普通種であっても写真を撮り、標本として残
す作業を行ってきました。今回紹介する「ニホンキンカジカ」
も、底曳き網で捕れるアンコウ類やミズダコなどと一緒に紛
れて普通に見られます。当初は、普通に「キンカジカ」と思
い、特に気にかけていませんでした。
ある年の秋に、太平洋側の福島県相馬にある魚市場に行く
機会に恵まれました。相馬でも、舞鶴と同様に底曳き網によ
る漁が行われています。雑魚として捨てられている「キンカ
ジカ」を手に取ってみたところ、舞鶴で見る「キンカジカ」
とは少し異なることに気付きました。そこで、福島で「キン
カジカ」を数十匹採集し、研究室に持ち帰って舞鶴産のもの
と比較したところ、福島の「キンカジカ」の雄は背鰭が伸び、
雌は伸びないという性的２型がはっきりしているのに対し、
舞鶴の「キンカジカ」は雄も雌も背鰭が伸びないということ
がわかりました。さらに福島のものと舞鶴のものには、頭部
にある棘や皮弁の状態、鰭の条数が明らかに異なることもわ

かってきました。念のため、両者のDNAも調べてみました
が、遺伝的にも大きく異なり、遺伝子も混じり合っていない
ということがわかりました。つまり、福島の「キンカジカ」
と舞鶴の「キンカジカ」は別種の関係にあるということがわ
かったのです。さらに調査を進めていくと、福島で見られる
「キンカジカ」は東北の太平洋側に、舞鶴で見られる「キン
カジカ」は日本海に広く見られることもわかってきました。
ここで問題になるのが、どちらが本当の「キンカジカ」か、
ということです。生物には、全世界共通の「学名」が付けら
れており、キンカジカの学名は Cottiusculus schmidti と
されています。この学名が付けられた時に用いられた標本（＝
タイプ標本）が、どちらの「キンカジカ」にあたるかという
ことを調べれば、本当の「キンカジカ」を明らかにできます。
Cottiusculus schmidti のタイプ標本は、アメリカの国立
自然史博物館に保管されているため、博物館に問い合わせて
ホロタイプの写真を手に入れたところ、福島で見られるタイ
プの「キンカジカ」に一致しました。つまり、本当のキンカ
ジカは福島で見られるタイプであり、日本海の方は今までに
名前が付けられたことのない「新種」であることがわかりま
した。
そこで、舞鶴で見られる「キンカジカ」には新しい名前が
必要ですので、学名を日本海に生息することにちなみ
“Cottiusculus nihonkaiensis”とし、和名を「ニホンキ
ンカジカ」として今年の７月、総合博物館の中坊徹次教授と
ともに論文として発表しました。
日本海の魚類を調べていると、日本海と太平洋でキンカジ
カとニホンキンカジカと同じパターンを示す種がいくつか発
見できました。通常、魚類は小さい浮遊卵を多く産出するた
め、この時期の分散能力が高いのですが、面白いことにキン
カジカをはじめとするこれらの魚は、大きな卵を産出し、分
散能力が低いという特徴を共有します。日本海は、太平洋と
４つの狭い海峡でつながる閉鎖的な海です。もしかすると、
これらの種類は閉鎖的な日本海で独自に進化してきた可能性
があり、現在も研究を進めているところです。

新種「ニホンキンカジカ」の発見
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船　 名
［ 凡     例 ］入神丸 たかしま

ヤンチナ

エフィラ ペリジャ

ヤマハボート（青）

ヤマハボート（黄）

ゾエアⅡ

進　水

用途廃止（廃船）

海域陸域統合管理学研究部門発足ならびに
連携研究推進棟完成披露式
フィールド科学教育研究センター長 白山 義久

１０月１３日、海域陸域統合管理学部門向井宏特任教授が司会
を務めて、海域陸域統合管理学研究部門の発足と同部門がオ
フィスを構えた連携研究推進棟新築の披露式を執り行った。
まずセンター長（筆者）から挨拶を申し上げ、当該建物の建築
費を総長裁量経費として措置していただいた総長と、当該研
究分野の成立に必要な資金的援助をしてくださった日本財団
へ謝意を申し述べた。その後、江�信芳理事・副学長と長光
正純日本財団常務理事からお祝いのお言葉を頂戴した。つぎ
に看板の掲揚が行われ、記念撮影をした後に研究棟の内覧会

を行った。本研究棟は、
地球環境学堂の小林教
授を中心として開発さ
れた j. Pod システムの
改良タイプを採用し、
和歌山研究林の間伐材
を利用して建築された。
まだ杉の香がかおる室
内は、コンクリートに
囲まれた学内の一般の
空間と異なり、温かみと懐かしさにあふれており、見学者か
らは羨望の声が多く聞かれた。

ANA私の青空広島空港「アサヒの森」
森林資源管理学分野 吉岡 崇仁

平成２１年８月２日（日）、広島県庄原市にあるアサヒビール
㈱のアサヒの森にて、「ANA私の青空広島空港アサヒの森」
が開催された。梅雨明けもままならず、前日の夜にもかなり
の雨が降ったが、当日はまずまずのお天気となり、小学生と
その保護者約６０名の参加があった。アサヒビール㈱社会環境
推進部の王嘉翎さんと全日本空輸㈱CSR推進室の佐藤祐子
さんによる楽しい「森の子体操」で参加者全員のウォーミン
グアップが済むとすぐに「青空塾」の時間になった。体操で
少々息切れがしていたが、「森里海の連環」と題して講義を
行った。日本が先進国のなかでも有数の森の多い国であるに
もかかわらず、木材等の輸入大国であるという矛盾、野生動
物の保護区を設けながら、シカなどによる植生や農産物への
被害が起こり、有害駆除が行われているという矛盾などを紹
介した。そして、これらの矛盾が、人間と森林との間の相互
関係によるものであり、そのおおもとには、森が持つさまざ
まな機能を人びとがどのように認識しているかということが
関わっていることを述べた。また、フィールド研の森里海連
環学ではおなじみの「森は海の恋人」について、森が海に対

して果たす役割を知っ
たとき、漁師にとって
意識の外にあった森が
内なる自然として立ち
現れるようになり、漁
師が森に木を植える動
機になったものと考え
られることを解説した。
小学生には難しすぎた
かも知れない。おうちに帰ってからお父さんお母さんとお話
ししてみて下さいとお願いした。最後に、「アサヒの森」の
中の左側に人工林、右側に天然生林がある特徴的な谷の写真
を見せて左右どちらの森が好きかと参加者に尋ねてみた。天
然生林に手を挙げた小学生・保護者が多かったが、人工林に
手を挙げる人もいた。人工林と天然生林ではそれぞれ機能も
違えば、人間の手のかけ方も違う。そのことと、自分がどち
らの森が好きだと思うかということの関係を考えるきっかけ
になればと思う。「青空塾」のあと、木質チップを使った絵
馬づくり、そして展望台まで森の散策をしたあと、親子で植
林作業に汗を流して「私の青空」を終了した。

採集実習船「ゾエア」ZOEA進水
瀬戸臨海実験所 山本 善万

瀬戸臨海実験所（以下：実験所）では、紀伊水道・熊野灘・
大阪湾・瀬戸内海・田辺湾・鉛山湾・芳養湾等の海域におい
て、生物学専攻の学生実習や、海洋生物学ならびに海洋生態
学等の多目的な調査研究のために船舶を使用する機会が多い。
実験所の所有船舶の沿革年表には、１９２２年（大正１１年）に

就航した当時では大型船であった研究船（木製）入神丸１９ト
ン・４８PSを は じ めPELAGIA、JANTHINA、OBELIA、
そして最も小型のZOEAが登場する。初代のゾエアは、１９３５
年（昭和１０年）１０月１６日進水の採集船（端艇）で木製。ろか
いの伝馬船で、主に田辺湾の湾央から湾奥および実験所周辺
海域でのプランクトン採集に使用した。１９６１年（昭和３６年）
の第２室戸台風にも持ち堪え長期にわたり使用してきたが、
１９７２年（昭和４７年）老朽のため用途廃止とした。
次に登場したのがゾエアⅡである。ゾエアⅡは１９７９年（昭
和５４年）１月１１日進水の採集実習船で FRP製ヤマハW－１８
AF－１・長さ４.８２m・幅１.４５m・深さ０.５９m、最大搭載人員５
名（船員１名、旅客４名）、主機関ヤマハ船外機９.５PSを搭
載。航行区域も平水区域から限定沿海区域へと範囲を広げ、
ろかいと船外機を併用して使用していたが、建造から３０年経
過し、主要部に著しく老朽化が進んだため用途廃止とした。
その為ゾエアⅡの代船として新たに採集実習船が建造され
た。船体が倍近く大きくなったことから、実験所内で船名の
公募を行った結果、再度「ゾエア」が選ばれた。田辺造船（和

歌山県田辺市立戸）
で艤装工事を終え平
成２１年４月１３日に進
水した。
ゾエアの船体は、
FRP製マリンシッ
クスSW－２８F・総ト
ン数１.３トン・長さ
８.３４m・幅２.２８m・
深さ０.８７m、最大搭
載人員１２名（船員２
名、その他乗船者１０
名）、主機関スズキ
船外機DF４０T最大出力４０PSへパワーアップした。また、
油圧式操舵機、舷側ブーム、電動ウインチ、潜水用梯子など
を装備する。実習におけるプランクトン採集、磯採集、底生
生物の定量採集や潜水調査時の警戒支援船、畠島実験地およ
び畠島分室の管理、水族館での展示に適した浅海産の海産生
物などの採取を主用途とするほか、和歌山県漁業調整規則特
別採補許可を得た漁具等を使用し、浅海産の海産生物のサン
プリングのため漁船登録を取得している。船舶を利用した野
外調査は研究の中核をなすものであるから、ゾエアは生物学
専攻学生の臨海実習や専任教職員、大学院学生、外来研究者
などの海洋生物学、水産学、海洋学に関する研究に利用され
ることであろう。

看板の掲揚

親子で植林作業の様子
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第１９回芦生公開講座
芦生公開講座実行委員長 吉岡 崇仁

第１９回公開講座『森のしくみとその役割「森の動きをつか
む Long Term Research」』を平成２１年７月２４日（金）か
ら２６日（日）に芦生研究林にて開催した。
例年になく梅雨明けが遅れており、講座２日目の午前午後
と３日目の午前に予定した研究林内での野外実習が実施でき
るかどうか危ぶまれた。２日目は、芦生研究林上谷上流にあ
る由良川源流域から長治谷に向けて降りている途中、雨脚が
強くなってきた。行程の３分の１ほど進んだ地点で、河川増
水の危険性があると判断し沢筋を下ることを断念、モンドリ
谷を登って林道に出てマイクロバスにて長治谷に向かった。
午後からは雨はやや弱まったが、三国峠など山を登るのは危
険と判断し、下谷を徒歩にて「大カツラ」まで行くことにし
た。時間的余裕があったため、途中、植物の同定実習やクマ
剥ぎにあったスギを見学するなど、山行きとは違った意味で
充実した実習になったと思う。講義室に戻った後、研究林内
で採取した渓流水を用いて、水質の簡易検査の実習を行った。
３日目の朝、雨は上がっていたが、後に降り出すと予想さ

れた。そこでスケジュールを変更して、「廃村灰野」での野
外実習を先に行うことにした。芦生演習林（当時）の技官で
あった登尾二朗氏に、演習林の歴史や芦生の森に関わる興味
深いお話を伺うことが出来た。とくに、チェーン・ソー導入
に対する技官の態度が、使う前と後とでガラリと変わったと
いうお話しには、受講生はじめ教職員も大笑いしていた。講
義室に戻って、山下教授の講義が始まる頃、雨が降り出した。
講義の途中から激しくなり、講義室の屋根を打つ雨音、雷の
音に講義の声もかき消されるほどであったが、これが灰野で
の実習中でなくて良かったと一同安堵した次第である。
今年の公開講
座は天候に恵ま
れなかったが、
受講生の皆さん
には、そのことも
含めて、芦生の
森と研究林の活
動に良い印象を
持ってお帰りい
ただけたと思う。

不死のベニクラゲ、若返り世界記録更新中！
海洋生物系統分類学分野 久保田 信

この世に不老不死を現実可能にする生き物が存在する。ベ
ニクラゲは老いてもストレスを受けても何度も若返れる
（Kubota ２００５）。５億６千万年前以降、クラゲは多彩な分
類群に分化し、４０m長の管クラゲから１mmのカイヤドリヒ
ドラクラゲや体重２００kgにも達するエチゼンクラゲなど、現
在、刺胞動物門のクラゲ約１２００種が世界中の海洋や淡水に適
応し自由・共生生活を送っている。その中でベニクラゲが属
する沿岸性ヒドロ虫類は、成体クラゲとその若いポリプが複
雑な一生をたどり、実験室で生活史をまわし易いクローン動
物である。小容器に新鮮な海水を満たし、孵化したてのアル
テミア（甲殻類）を食べさせると、約１ケ月以内に成熟クラ
ゲが得られる。どんな成熟クラゲも他の全ての多細胞動物と
同じく死んでしまうのに反し、ベニクラゲだけは繰り返し若
返れる。今回の以下のような若返り回数の世界記録達成は、
人類の夢への希望をつなぐ。
２００９年にプランクトンネット曳きで採取した傘径１㎜程度
の未成熟クラゲがポリプに若返り、５月２２日以降、瀬戸臨海

実験所にて自然海水で（水温は最高で３０℃，大半は２７－２９℃）、
アルテミアを餌とした流水飼育を行った結果、若返り回数の
世界記録を半年以内に達成できた。若返りポリプは６月２５日
にクラゲ芽を形成し、未成熟クラゲ（傘径０.７０－０.７５mmで
８触手を有す）を遊離させた（飼育後４３日目の７月１日）。
複数個体が若返りをすぐおこし、数日以内に２度目の若返り
のポリプとなった。このポリプは成長し、未成熟クラゲを初
回と同様に約１ヶ月（２６日間）かけて遊離させた（８月７日）。
それらの内の複数のクラゲがすぐに３度目の若返りをおこし
再びポリプにもどり、世界最多の若返り記録を達成した（紀
伊民報２００９年８月１３日付）。それから約１ヶ月後、成長した
ポリプ群体から未成熟クラゲが９月２４日から遊離し始め、複
数個体が９月２８日に４度目の若返りをおこし（写真）、記録
をさらに更新し（久保田 ２００９）、２００９年１０月下旬現在もさ
らに成長を重ねている。
不死のベニクラゲは３通りの生き様、「子づくり＋寿命の
全う＋若返り」なるこの世の動物の生存最大限の能力を発揮
できる。不死のメカニズムについてはまだ謎で、その一つで
あり、本年のノーベル生理医学賞に輝いたテロメア修復機構
も、本種における研究成果は芳しくない。しかし、ストレス
を感知してポリプへの生活史逆転、つまり若い時代の遺伝子
を読み直して繰り返し発現できる仕組みを解明し、人類と大
きく相違しないクラゲのゲノムを活用し、再生医療とのタイ
アップなどで、老化ストップ以上の人類の夢である若返りが
目指せる可能性を今後は探りたい。

引用文献
Kubota, S.２００５. Distinction of twomorphotypes of Turritopsis

nutricula medusae (Cnidaria, Hydrozoa, Anthomedusae)
in Japan, with reference to their different abilities to
revert to the hydroid stage and their distinct
geographical distributions. Biogeography,７: ４１－５０.

久保田 信．２００９．四度若返ったベニクラゲ Turritopsis sp.（ヒ
ドロ虫綱，花クラゲ目）．日本生物地理学会会報，６４（印刷中）．

教 育 ノ ー ト

廃村灰野での野外実習

研 究 ノ ー ト・トピックス

４度目の生活史逆転をおこして若いポリプにもどった、日本産ベニクラゲ

3



○リレー講義
「森里海連環学」＊、「海域陸域統合管理論」＊、「森林学」

○森里海連環学実習
森里海連環学実習ABC＊

○シンポジウム・公開講座等
フィールド科学教育研究センター公開講座２００９（７/２４～２６）
由良川市民講座＊（９/５）

＊日本財団助成

全日空「私の青空」
アサヒの森 広島空港 （８/２） 吉岡 崇仁 教授
きりこの森 能登空港 （１０/２４） 柴田 昌三 教授

各施設の取り組み
○芦生研究林
「総合的な学習の時間」森林体験学習（有田中央高等学校清水分校）８/２４
「舞鶴・丹後ネイチャーガイド養成講座」１０/１２
「秋の森を歩きながら樹木観察をしよう」芦生の森自然観察会 １０/２４

「芦生研究林自然体験学習」（京都市立一橋・今熊野・月輪小学校）１０/２９
校外学習（京都府立北桑田高等学校森林リサーチ科）１０/３０
○和歌山研究林
ウッズサイエンス
ポケゼミ「森の作り出す物」８/５～７
森林体験学習「森とあそぶまなぶ」（有田川町立田殿小学校）９/１７
城ヶ森鉾尖県立自然公園新規指定記念イベント
「親子で森について学ぼう！In 京都大学和歌山研究林」 ９/２７
○北海道研究林
調査研究方法実習（食料・環境経済学科）８/３～７
研究林実習Ⅲ 夏の北海道、北海道東部の人と自然 ９/５～１１
○紀伊大島実験所
古座川合同調査（毎月）
○上賀茂試験地
「総合的な学習の時間」森林体験学習（有田中央高等学校清水分校）８/２５
○舞鶴水産実験所
海洋生物科学技術論と実習Ⅰ・Ⅱ ８/２０～９/１
兵庫県立神戸高等学校SSH事業 ９/５
○瀬戸臨海実験所
研究者と飼育係のこだわり解説ツアー ７/１８～８/３１

第６回時計台対話集会

木文化創出～森里海連環学がひらく未来社会～
平成２１年１２月１９日（土）１３:００～１７:００

会場：京都大学百周年時計台記念館 百周年記念ホール

入場無料

― 夏から秋にかけて各施設及びその周辺の様子をご紹介―

活動の記録（２００９年８月～２００９年１０月）

予 定

フ ィ ー ル ド 散 歩

エゾトリカブト（北海道・標茶） カキノキ（北白川） タイサンボク（徳山）

タニワタリノキの丸い花序（上賀茂） 事務所裏のミズナラの枯木に生えたナメコ（芦生） 霧に包まれた天然生林（和歌山）
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